
第７章 対策の方向性と重点対策エリアの概要 

〇河川改修 
  ● 放流先河川の事業計画（（一）安間川、（二）馬込川及び芳川、（二）堀留川の今後 
   10年間）と整合 した市管理河川の整備 
  ● 遊水地や雨水貯留施設の設置、拡大 

〇下水道 
  ● 放流先河川の事業計画・進捗見込み に応じた、下水道施設の整備 

〇流域貯留 
    ● 公園、学校のほか、区役所、行政センター等の公共施設での表面・地下貯留の整備を検討 
  ● ため池からの事前放流(大規模な洪水が想定される場合に利水容量の一部を放流して、洪水を調節 
   する容量を確保)を検討 
  ● 水田の雨水貯留効果の強化を図り、周辺農地や集落、下流域の浸水被害低下を図る“田んぼダム” 
   の取組みを推進 

〇浸透（民間） 
  ● 開発行為、土地利用事業において、貯留・浸透施設の設置を指導 
  ● 住宅からの雨水流出対策として、貯留・浸透施設の設置を助成する制度の策定等を検討 

  ※県市で策定した「天竜川水系安間川水災害対策プラン」及び「馬込川水系水災害対策プラン」における短期から 
    中期（10～20年間）の河川改修計画

＜重点対策エリアにおける対策の方向性＞ 

浜松市ではこれまで、河川改修や下水道整備を基本とした雨水対策を実施してきましたが、排水先河川の
改修状況に合わせた規模での改修に制限されることが多くありました。排水先河川の改修には今後も時間を
要することが予想されていることから、河川改修等に加え、流域での貯留を組み合わせることで、流域での治水
安全度を向上していきます。 

7.1 対策の方向性 
各重点対策エリア（計15エリア）の概要と対策の方向性を以降に示します。 
なお、雨水対策を加速させるため、掲載した対策のみならず、新たな対策についても引き続き検討し、対策メ
ニューを随時追加していきます。 

※ 

※ 
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出典 流域治水施策集 Ver2.0 水害対策編出典 国土交通省 農林水産省 文部科学省 経済産業省 
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出典 流域治水施策集 Ver2.0 水害対策編出典 国土交通省 農林水産省 文部科学省 経済産業省 
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